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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：細胞質。疾患：亜急性皮膚エリテマトーデス（CLL）などの自己免疫疾患患者の血清中にEEA1に対する抗体が認められる。,ドメイン：FYVE型ジンクフィンガードメインは、ホスファチジルイノシトール3-リン酸との相互作用を媒介する。,機能：ホスファチジルイノシトール3-リン酸を含むリン脂質小胞に結合し、エンドソーム輸送に関与する。,類似性：C2H2型ジンクフィンガーを1つ含む。,類似性：FYVE型ジンクフィンガーを1つ含む。,サブユニット：ホモ二量体。STX6に結合。GTP結合によって活性化されたRAB5A、RAB5B、RAB5C、およびRAB22Aに結合。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	C6細胞ライセートのウェスタンブロット解析 EEA1ウサギmAbを用いた。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG抗体を用いた。
	

	パラフィン包埋ヒト乳管癌組織の免疫組織化学分析。1、EEA1ウサギモノクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2、抗体賦活化にはEDTA pH 9.0を使用（>98℃、20分）。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。

